
 

学 校 名 等 可児市 めぐみ保育園 

実 施 日 時 平成２８年５月１９日 １０：３０～１２：００ 

会 場 めぐみ保育園 大ホール 

参 加 人 数 ３０人 

学習課題（分野） 自信は次のチャレンジ心を育てる？ 

運営者の願い 

子どもが新しいことにチャレンジしようとした時、親としてどのような言

葉かけや態度がよいのかを保護者同士で交流し、そのヒントを持ち帰っ

て、親子で話し合う時間を大切にしてほしいと願って企画した。 

学 習 の 内 容 

＜取組内容＞ 

開級式に、これから一緒に学ぶ仲間とサロン型で、“子どもがチャレンジしているこ

と”について話をし、褒めることの大切さについてみんなで学んだ。その後、家庭に家

庭教育プログラム「みんなで子育てⅡ」“チャレンジ心”を持ち帰り、家族でめあてを決

めて取り組んだ。 

その取組用紙を回収し、家庭での取組を振り返った。 

 

＜実施の流れ＞ 

① アイスブレイクで緊張をほぐして話しやすい雰囲気を作る。  

② 「子どもたちが今チャレンジしていること」についてグループトークをする。 

③ 宅取組型で各家庭のめあてを決め、プログラム「チャレンジ心」につなげた。

…記録カード※１ 

④ 記入した用紙と実践した感想アンケートを回収。・・・アンケート※２ 

⑤ 通信で在宅取組の報告。 ・・・報告のおたより※３ 

 

＜取組ポイント＞ 

・開級式にサロン型を取り入れて皆で話をすることで、今後、学級生同士が話をしやす

い雰囲気作りをねらっている。 

・グループで、子どもたちがチャレンジしていることを出し合って、それを認める。保護者

は褒めるタネをたくさん蒔くことが大切だと学んだ。 

・褒めることの大切さを学んでから、在宅で「めあて」を決めて取り組んだ。 

  

＜参加者の感想 ＞ 

○サロンに参加して 

・みんなで意見交換し、様々な考え方を知ることができて勉強になった。 

・普段あまり関わらない人たちと話ができて楽しかった。 

・子どもの気持ちに寄り添い、話を聞き、共感することが大切だということが心に響い

た。 

・親同士のかかわりが深まった。 

○在宅取組を実施して 

・めあてについて、毎日「今日はどうだった」と、自分だけでなくお互いに家族の様子を

見たり、話をしたりすることができた。 

・目標の達成感を味わえた。 

・子どもを通して、お互い頑張っている姿を見て声をかけたりすることができてよかっ

た。 

・何かにチャレンジすることは労力が必要で、それを継続することは、なかなか 

 難しいことなので、できて当たりまえではなく、ちょっとしたことでも褒めるようになっ

た。 

 

子育てサロン型＋在宅取組型（保育園） 

記録カード＜※１＞ 

 

働く保護者が子どもを

預けている保育園のた

め、保育参観に合わせて

開級式を行った。保護者

同士のつながりを大切に

でき、保護者に負担をか

けない内容が考えてあ

る。 

アイスブレイク ⇒ 

グループトーク⇒ 

在宅取組 ⇒ 

アンケート回収 

（振り返り） 

 



 

 

アンケート用紙は、 

１． 資料について 

２． 家庭での取組について 

３． 子どもとの関わりについて 

今回の取組によって親子の関わりや、子ど

も、保護者の気持ちの変化を問っている。 

 

報告のおたよりでは、めあての紹介とアンケ

ート結果をまとめてある。 

 最後に今後の学級への参加を呼び掛けてい

る。 

 

アンケート用紙 ＜※２＞ 

報告のおたより＜※３＞ 


